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ところが ねがいごとが ありすぎて すっかり まよって しまいました。
「おおきくて りっぱないえ、たくさんの ようふく、
 とびきりの おかねもちに なりたいねぇ…」

おくさんは カンカンに おこりました。
「だいじな 3つの ねがいを こんなことに！ あんたは ほんとうに おろかものだ！」
おくさんは ガミガミ いいはじめました。
きこりも うるさい おくさんに うんざりです。

いくら いいわけしても、 もう ねがいごとは とりけせません。
「なんて バカな ねがいごと したんだ！」
いくら いいわけしても、 もう ねがいごとは とりけせません。
「なんて バカな ねがいごと したんだ！」
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そのとき、おなかが ぺこぺこの きこりが おもわず つぶやきました。
「それにしても はらがへった…、おもいきり たくさん ソーセージが たべたいなぁ…」

すると、そくざに ねがいが かなえられ、めのまえに たべきれないほどの 
ソーセージが あらわれました。
とつぜん あらわれた ソーセージに ふたりは びっくりです！
「しまった！ いまのは  ねがいごとの つもりじゃ なかったのに！」

「しかたない。」
「それより ソーセージを いただこう。」
しかし ふたりは、いままでに たべたことが ないほど
おいしい ソーセージを たべることが できました。

むかし むかし まずしい きこりが いました。
はたらいても はたらいても きこりの せいかつは らくには なりません。

「これで ねがいごとは ぜんぶ つかってしまった…」
ふたりが てに いれたのは ソーセージだけです。
「これで ねがいごとは ぜんぶ つかってしまった…」
ふたりが てに いれたのは ソーセージだけです。
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ねがいごとは あと ひとつしか ありません。
「こんな みっともない すがたは いやだ…」
おくさんは ボロボロ なきはじめました。
きこりは しばらくのあいだ  かんがえて いいました。

「きこりよ、いままで がんばってきたことは しっている。
 その ごほうびに なんでも ねがいごとを 3つ かなえて あげよう。」
「ええ、ほんとうですか！」
きこりは おおよろこびで いえへ かえりました。

「ああ、うるさい！」
「いっそ ソーセージが おまえの はなに くっついて しまえばいい！」
きこりは、いかりにかられ おもわず いいました。このねがいは、そくざに ききとどけられました。
そのとたん、おくさんの はなに ソーセージが くっついて しまいました。

「なにを おねがい しようか。」
ふたりは いろいろ ねがいごとを かんがえはじめました
「じっくり かんがえて きめましょう。」
「もう にどと たべものに こまらないような おねがいを したいなあ。」
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そうして、きこりは 3つめの おねがいを しました。
「どうか ソーセージが はなから とれますように。」
すると、いままで どんなに がんばっても とれなかった ソーセージが 
はなから ぽろんと とれました。

きこりは いつも おなかを すかせていました。
「ああ、おなか いっぱい ごはんが たべたいよ。」
すると とつぜん きこりの めのまえに ようせいが あらわれました。

いえに かえった きこりは さっそく おくさんに はなしました。
「なんでも3つ ねがいごとを かなえて もらえるんだ。」
はなしを きいた おくさんも おおよろこびです。

ふたりで ちからを あわせ、はなが もぎとれそうに なるくらい ひっぱりましたが、
ソーセージは おくさんの はなに くっついたまま はなれません。
「いたい！ いたい！」
「まいったなぁ…、どうしたら いいだろう…」

「しまった！」
きこりは あわてて ソーセージを ひっぱりました。
「しまった！」
きこりは あわてて ソーセージを ひっぱりました。


